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講演者略歴：
株式会社ローランド・ベルガー
パートナー 消費財・小売りプラクティスリーダー
福田 稔

> 1978年東京生まれ、麻布高校、慶應義塾大学卒、欧州IESEビジネススクール経営学修士（MBA）、米国
ノースウェスタン大学ケロッグビジネススクールMBA exchange program修了

> ㈱電通国際情報サービスにてITエンジニアとしてキャリアをスタート後、2007年にコンサルティング業界
に転進。アパレル、ラグジュアリー、化粧品、トイレタリー、ネットサービス、小売りなどのライフスタイル
領域を中心に、成長戦略、デジタル戦略、グローバル戦略などを手掛け多くの成功実績を持つ

> 経済産業省「服づくり4.0」をプロデュースし、ACC TOKYO CREATIVITY AWARDS 2017「クリエイティブイノ
ベーション部門」ゴールド賞受賞。同省主催の「若手デザイナー支援コンソーシアム」も支援するなど、
政策面からのアパレル業界に対する支援も実施

> PEファンドの支援を通じた消費財企業に対する投資・再生支援実績は業界トップクラス。シタテル㈱や
㈱IMCFの社外取締役を務めるなど、業界の革新を促すスタートアップ企業に対する支援も行う

> 近著「2030年アパレルの未来日本企業が半分になる日（東洋経済新報社）」は、Amazonの4部門にてベ
ストセラーを記録

> 早稲田大学ビジネススクール非常勤講師、共立女子大学非常勤講師
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消費者側もブランド・製品を見る際に、サステナビリティ観点を重視。
世界では約3割の消費者はサステナビリティ対応自体を評価

Source: Roland BergerとPotlocのグローバル消費者調査

消費者にとってのサステナビリティ重要度1)
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1) 質問内容：ブランド・製品を評価する際、COVID-19以降は次の観点のうち何が重要だと考えますか？

ブランディングサステナビリティローカルオリジン
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近年グローバルのアパレル業界では、大手企業を中心にサステイナ
ビリティに向け取り組みが加速化

例）大手企業におけるサステイナビリティに向けた取り組み

2024年までに
ポリエステルを100%
リサイクル素材へ移行

2025年までに
原材料のトレーサビリティ100%を

達成

1) ポリエステルはプラスチックの繊維素材; 2) 「アシックス」・「オニツカタイガー」・「ホグロフス」

Source:  Roland Berger、各種二次情報

製品及びバリューチェーン
全体での改善を掲げる

> 生産から販売まで含めた消費エネ
ルギーの80%を再生可能
エネルギーへ転換する方針

> 製品についても環境に配慮した商
品ラインの素材の展示を
行い、消費者へ取り組みを発信

プラスチックに注力した削減計
画を打ち出し
> アディダスではAIR戦略として
プラスチックの使用回避（Avoid）、
回収（Intercept）、再設計（Redesign）
を実施

> 2019年4月には100%リサイクル可
能なランニングシューズ
「FUTURECRAFT.LOOP」を発表

サステイナビリティへ影響を与
えるトレーサビリティにも注力
> GUCCIではサステイナビリティの目
標のみではなく、それを
支えるトレーサビリティに着目

> ブランドのサステイナビリティ
戦略サイトにてトレーサビリティ個
別での目標を公開

取
り
組
み
内
容

目
標
例

2025年にビスコースを
100%サステイナブルな

素材へ移行

INDITEX ADIDAS GUCCI
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一部では、サステイナビリティ推進のため、CO2排出量の可視化・数値
目標設定等、サプライヤーに対する要件も厳格化

例）サプライヤーに対する取り組み

LVMH NIKE

NIKEは、データを活用しつつ、ガバナンスや評価、報酬と
いった仕組みを通じてサステイナビリティ意識を組織に浸透

> 全サプライヤーのCO2排出量をデータで完全に可視化

> サステイナビリティ項目を含む独自のBSCカードでサプライ
ヤーを管理・評価。評価に応じて罰則やインセンティブを
用意

> また、サプライヤーの数を減らし、サプライヤーとの密な
コミュニケーション体制を構築

1) LVMH Initiatives For the Environment

傘下に様々な企業を有するLVMHは、共通言語としてのLIFE1)

プログラムを作成し、全体の環境パフォーマンスを管理

> 2012年、LIFEプログラムとして環境に係る課題を傘下企業
全体で共通化し、2020年に向けた具体的数値目標を設定

> 2016年には、「LIFE 2020」を発表し、環境パフォーマンスに
向けた傘下企業の取り組みを促進

> 世界各地域に環境問題の担当者を置き、各サプライヤー
の環境パフォーマンスを監視

Source:  Roland Berger、各種二次情報
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パタゴニアは、2025年までに事業全体でCO2ネット排出量をゼロにする
と発表。その際はサプライヤも協力

例）パタゴニア

新目標「The Climate Crisis」

CO2ネット排出量ゼロに向け、再生可能エネルギー/ 素材の
積極活用目標等を掲げる

> 2025年までに、再生可能素材1)、あるいはリサイクル素材
のみを使用する

> 2020年までに、アメリカ国内のパタゴニアの小売店・物流
センター・オフィスでは、再生可能電力のみの使用とする

> 世界中で森林再生等のCO2回収プロジェクトに投資

> サプライヤと協力して再生可能エネルギーに転換し、
サプライチェーン全体のエネルギー消費量を削減

日本国内での取り組み

> 日本の直営店では、みんな電力等の再生系電力会社から
再生可能エネルギーの電力共有を受ける

– みんな電力は、千葉県の「ソーラーシェアリング（営農型
太陽光発電）」から電力を調達

– 営農型太陽光発電は、農業により大気中のCO2量も
固定

> 現状では、日本支社の再生可能エネルギー電力割合は
36%であるが、2020年までに100%へ引き上げる予定

1) ウール、オーガニックコットンなどの毎年栽培または収穫可能な天然素材

Source:  Roland Berger、各種二次情報
























